
12
月
18
日
午
後
２
時
、
昨
年
に

続
き
、
戦
争
法
廃
止
、
南
ス
ー
ダ

ン
か
ら
の
自
衛
隊
撤
退
な
ど
を
区

民
に
訴
え
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
レ
ー

ド
実
行
委
員
会
の
呼
び
か
け
で
２

５
０
人
が
東
陽
公
園
で
ミ
ニ
集
会

を
行
い
ま
し
た
。

「
違
憲
の
戦
争
法
で
海
外
で
の

武
力
行
使
に
よ
り
、
自
衛
隊
員
の

命
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
」
と

の
戦
争
法
制
ぶ
っ
潰
せ
江
東
行
動

実
行
委
員
会
代
表
の
宇
都
宮
健
児

さ
ん
の
主
催
者
挨
拶
、
あ
ぜ
上
都

議
、
マ
マ
の
会
、
沖
縄
基
地
に
反

対
す
る
会
、
砂
町
の
会
、
大
島
の

会
、
深
川
９
条
の
会
な
ど
が
発
言
。

共
産
党
吉
良
よ
し
子
参
院
議
員
と

社
民
党
福
島
瑞
穂
参
院
議
員
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

扮
装
が
目
立
つ
パ
レ
ー
ド
の
隊
列

が
門
前
仲
町
・
臨
海
公
園
に
向
け

て
永
代
通
り
を
華
々
し
く
出
発
し

て
い
き
ま
し
た
。

吉
澤
江
東
社
保
協
会
長
は
、

「
新
聞
報
道
で
も
、
70
歳
以
上
が

さ
ら
に
負
担
が
押
し
付
け
ら
れ
る

社
会
保
障
制
度
の
改
悪
が
、
自
公

ら
に
よ
り
す
す
め
ら
れ
て
い
る
」

と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

講
師
の
本
田
氏
は
、
ス
ラ
イ
ド

を
用
い
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講
演

し
、
会
場
は
爆
笑
に
包
ま
れ
ま
し

た
。本

田
氏
は
、
明
治
維
新
以
来
続

く
「
ク
レ
プ
ト
ク
ラ
シ
ー
（
収
奪

と
盗
賊
政
治
）
を
倒
さ
な
け
れ
ば
、

医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
の
社
会

保
障
、
保
育
や
教
育
の
充
実
は
困

難
で
、
安
保
関
連
法
、
原
発
、
辺

野
古
移
転
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
解
決

は
不
可
能
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
政
府
が
情
報
を
開
示

せ
ず
に
数
の
力
で
強
行
し
て
い
る

こ
と
に
、
「
諦
め
る
」
で
は
な
く

「
本
質
を
明
（
あ
き
）
ら
め
る
」

こ
と
を
第
一
歩
に
し
よ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

医
師
不
足
や
医
療
崩
壊
の
根
源

に
収
奪
と
盗
賊
政
治
が
あ
り
、
世

界
と
比
較
す
る
と
見
え
て
く
る
。

経
済
大
国
日
本
の
医
療
費
は
先
進

国
中
で
最
低
で
、
国
民
の
自
己
負

担
は
世
界
一
高
い
。
財
政
の
無
駄

の
見
直
し
を
さ
せ
よ
う
と
述
べ
、

国
民
が
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
活

動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
訴
え
ま

し
た
。

12
月
７
日
、
江
東
革
新
懇
は
世

話
人
会
に
お
い
て
、
10
月
31
日
に

結
成
さ
れ
た
「
市
民
と
野
党
を
つ

な
ぐ
会
＠
東
京
」
に
参
加
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
衆
院
選
で
自
公
維

を
少
数
派
に
追
い
込
む
た
め
に
東

京
の
各
地
域
で
の
選
挙
で
市
民
と

野
党
の
共
同
を
す
す
め
、
都
内
25

の
選
挙
区
で
選
挙
を
担
う
各
市
民

組
織
の
横
の
連
絡
会
の
役
割
を
担

う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

１
月
18
日
、
国
交
省
が
総
合
区

民
セ
ン
タ
ー
で
午
後
２
時
か
ら
７

時
ま
で
の
間
、
開
催
し
ま
す
。
。

羽
田
空
港
の
機
能
拡
張
に
伴
い
、

江
東
区
上
空
を
飛
行
す
る
路
線
に

変
更
さ
れ
早
朝
や
夕
方
に
は
、
２

〜
３
分
お
き
に
飛
行
機
が
発
着
。

「
騒
音
が
心
配
」
「
部
品
落
下

や
墜
落
事
故
な
ど
危
険
だ
」
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

【

訂

正

】

11
月
号

の
「

子
ど

も
の

未

来

を

語

る

つ

ど

い

」

の

記

事

中

、

「

株
式

会

社
の

新

設
園

で

は
、

３

歳

児
ク

ラ

ス
を

３

人
の

保

育
士

で

13
人

の

子
ど

も

を
見

る

」
の

後

に
「

基

準

に

対
し

て

、
有

資

格
者

１

人
に

無

資

格

の
補

助

員
２

人

」
を

付

け
加

え

ま

す
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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慌
し
い
年
末
は
い
つ
も
の

こ
と
な
が
ら
、
今
年
は
臨

時
国
会
が
再
延
長
さ
れ
、

15
日
未
明
に
カ
ジ
ノ
解
禁

法
案
ま
で
自
公
維
の
賛
成

で
可
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
▼

日
頃
、
場
外
馬
券
売
場
の
混
雑
や

パ
チ
ン
コ
店
前
の
行
列
な
ど
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
５
３
６
万
人
と
い

わ
れ
る
実
態
を
見
過
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
宝
く
じ
売

場
の
大
行
列
に
は
、
驚
き
ま
す
▼

「
カ
ジ
ノ
資
本
主
義
」
の
シ
ン
ボ

ル
の
よ
う
な
ト
ラ
ン
プ
景
気
で
、

大
幅
な
円
安
・
株
高
が
進
行
し
、

輸
出
大
企
業
は
濡
れ
手
で
粟
の
大

儲
け
、
庶
民
は
物
価
高
で
苦
し
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
物
価

が
上
が
っ
て
も
命
綱
の
年
金
が
カ
ッ

ト
さ
れ
る
よ
う
な
悪
法
も
成
立
。

老
後
に
備
え
た
貯
金
ま
で
吐
き
出

さ
せ
る
魂
胆
で
す
▼
「
強
行
採
決

を
し
た
こ
と
が
無
い
」
と
い
う
首

相
の
舌
の
根
が
乾
か
な
い
う
ち
に
、

発
効
も
危
ぶ
ま
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認

や
年
金
カ
ッ
ト
法
な
ど
と
と
も
に
、

賭
博
ま
で
成
長
戦
略
と
し
て
強
行
。

こ
の
無
謀
な
暴
走
の
末
路
は
、
米

国
に
追
従
し
て
「
戦
争
す
る
国
」

の
復
活
で
し
か
な
い
こ
と
は
、
太

平
洋
戦
争
突
入
の
戦
前
の
歴
史
の

痛
切
な
教
訓
で
す
▼
名
護
市
沿
岸

に
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
の
ニ
ュ
ー
ス

で
は
、
米
軍
司
令
官
が
謝
罪
ど
こ

ろ
か
住
民
の
被
害
が
な
か
っ
た
こ

と
へ
の
感
謝
を
強
要
し
て
い
ま
し

た
。
酉
年
の
来
年
こ
そ
、
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
オ
ー

ル
沖
縄
の
よ
う
に
自
公
維
に
対
決

す
る
本
格
的
野
党
共
闘
の
勝
利
を

告
げ
ら
れ
る
年
に
な
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
で
、

避
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
「
自
主

避
難
者
」
に
対
し
て
福
島
県
は
、

県
内
の
社
会
基
盤
整
備
や
除
染
が

進
み
、
生
活
環
境
が
整
っ
た
と
し

て
来
年
３
月
末
で
住
宅
の
無
償
提

供
を
打
ち
切
る
方
針
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。

区
議
会
防
災
ま
ち
づ
く
り
対
策

特
別
委
員
会
は
、
「
来
年
３
月
末

ま
で
の
退
去
を
弾
力
的
に
取
り
扱

う
こ
と
」
「
国
の
責
任
を
定
め
た

『
原
発
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
』

に
基
づ
く
抜
本
的
・
継
続
的
支
援

制
度
確
立
す
る
こ
と
」
を
国
会
、

政
府
、
福
島
県
知
事
、
東
京
都
知

事
あ
て
に
求
め
る
意
見
書
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

江
東
区
内
に
は
現
在
、
自
主
避

難
者
を
含
め
１
０
０
０
人
を
超
え

る
方
が
避
難
し
て
お
り
、
子
ど
も

の
保
育
や
学
校
、
介
護
、
経
済
的

な
問
題
な
ど
様
々
な
困
難
を
抱
え

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
被
災
者
を
支
援
す

る
団
体
か
ら
「
原
発
事
故
被
害
者

へ
の
無
償
住
宅
支
援
継
続
等
を
国

に
求
め
る
」
「
避
難
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
の
確
保
を
求

め
る
」
意
見
書
を
国
な
ど
に
求
め

る
陳
情
が
区
議
会
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
そ
も

そ
も
国
と
東
電
に
責
任
が
あ
り
、

「
帰
還
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
被

災
者
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
思

で
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
」

と
定
め
た
「
原
発
子
ど
も
・
被
災

者
支
援
法
」
の
趣
旨
に
則
っ
て
、

少
な
く
と
も
住
宅
の
無
償
提
供
の

継
続
は
必
要
と
し
て
、
採
択
を
主

張
し
て
き
ま
し
た
。

原
発
被
災
者
支
援
の
継
続
を
！

全
会
一
致
で
意
見
書
採
択

江
東
社
保
学
校
開
催

写

真

は

、

東

陽

公

園

か

ら

出
発
し
た
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド

。

「

自

衛

隊

員

の

い

の

ち

を

守

ろ

う

」

な

ど

唱

和

し

な

が

ら

門

前

仲
町

ま
で

。

◆
参
加
し
ま
し
ょ
う

羽
田
空
港
の
増
便

国
交
省
が
住
民
説
明
会

12
月

６

日

、

総

合

区

民

セ

ン

タ

ー

で

開

か

れ

た

江

東

社

保

学

校

。

「

崩

壊

す

る

医

療

・

介

護

！

ど

う

す

れ

ば

止

め

ら

れ

る

か

」

を

テ

ー

マ

に

、

外

科

医

の

本

田

宏

氏

（

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

医

療

制

度

研

究

会

副

理

事

長

）

が

講

演

。
学

習

会

に

は

１

０

０

名

が

参

加

し
ま

し

た

。

江
東
革
新
懇

本
格
的
野
党
共
闘
め
ざ
し



集
会
は
「
戦
争
法
・
安
保

法
制
は
明
白
な
憲
法
違
反
で

あ
り

、
廃

止

し
か

な
い

」

「
労
働
法
制
の
改
悪
許
す
な
」

「
中
小
零
細
企
業
を
守
ろ
う
」

な
ど
の
集
会
決
議
を
採
択
し

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
か
ら

は
添
谷
区
議
、
あ
ぜ
上
都
議

が
豊
洲
新
市
場
問
題
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
東
陽
町
ま
で
デ

モ
行
進
で
区
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

1946(昭和21)年３月、国民学校は廃止
されます。江東区では、戦災で全焼した

高橋、明治第ニ、明川など深川で５校、

文泉、第四大島、釜屋堀など城東では10
校、計15校が廃校となりました。そして、
47年３月から新憲法と学校教育法が公布
されて、6・3制がスタートしました。
江東区の小学校は、深川で明治、深川、

臨海、八名川、元加賀、数矢、東陽、平

久、毛利、東川。城東は第一亀戸、香取、

浅間、第一・第三大島、砂町、二砂、三

砂、小名木川の19校。その他に水上小学
校がありました。

中学校は６校、深川一中～四中、亀戸

中、砂町中です。ただし、校舎はなかっ

たので、一中は墨田工、二中は旧明治第

二小、三中は三商、四中は深川女子高、

亀中と砂中は浅間小で開校することにな

ります。

都立新制高校は、深川女子、三商、江

東商、墨工、化工、江東工の６校でした。

戦後の復旧で1955(昭和30)年には、豊
洲、扇橋、白河、川南、二亀、二大，四

砂、五砂、深川五中、六中、二亀中、大

中、二大中、二砂中、三砂中などの小、

中学校が、ベビーブームで復活、新設さ

れました。

墨工で開設した当時の深川一中の教師

だった大村はま教諭は、そのころの様子

を次のように書いています。「雨が降る

と傘をさして授業しているところや‥‥

床もガラスもない、本もノートも紙も鉛

筆もないところに赴任。一年生は１クラ

ス50人で４クラス。教室不足で２クラス
100人相手に…あんなに途方にくれたこ
とはなかった」

石田波郷が50年２月に清瀬の療養所か

ら北砂の自宅に帰ったのは、長男の小学

校入学のためでした。その砂町小は自宅

から５分ほどのバラック建てで、二部授

業をしている学校の校庭には樹が１本も

ありませんでした。

一樹無き小学校に吾子(ｱｺ)を入れぬ
波郷
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概説

(63)
講堂の焼け跡（東陽小学校）

☆

行
事
日
程

☆

○

１
月

13
日（

金

）
14
時
〜

◆

豊

洲

市

場

問

題

学

習

会

（
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
）

○

１
月

18
日（

水

）
14
時
〜

◆

羽

田

問

題

説

明

会（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○

１
月

22
日（

日

）
11
時
〜

◆

江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会
・
新
春
の
つ
ど
い

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○

１
月

26
日（

木

）
18
時
30
分
〜

◆

江
東
民
商
・
新
春
の
つ
ど
い

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

講
師
の
木
口
氏
は
、
ま
ず

戦
争
法
（
安
保
法
制
）
を
め

ぐ
っ
て
市
民
と
野
党
の
共
闘

が
発
展
し
、
「
参
院
選
、
新

潟
県
知
事
選
は
、
政
治
は
変

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示

し
た
」
と
、
情
勢
の
変
化
を

指
摘
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
消
費
税
の
正
体

は
「
不
公
平
な
最
悪
の
税
金
」

「
法
人
税
減
税
の
穴
埋
め
に

使
わ
れ
た
」
と
強
調
し
、
８

％
へ
の
増
税
後
の
あ
ら
ゆ
る

調
査
で
８
〜
９
割
が
「
暮
ら

し
が
変
わ
っ
た
」
と
訴
え
、

実
質
賃
金
が
５
年
連
続
減
少
、

消
費
支
出
は
２
年
連
続
減
少

し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
大
増

税
路
線
が
失
敗
し
て
い
る
こ

と
を
、
具
体
的
な
数
字
や
図

表
な
ど
を
示
し
な
が
ら
強
調

し
ま
し
た
。

最
後
に
「
消
費
税
は
社
会

保
障
の
た
め
と
い
う
真
っ
赤

な
ウ
ソ
が
明
ら
か
な
今
、
政

治
を
変
え
る
展
望
が
目
の
前

に
あ
る
。
都
議
選
、
総
選
挙

は
要
求
実
現
の
絶
好
の
機
会

で
あ
る
」
こ
と
が
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

11
月

30
日

夜
、

「

学
び

を
力

に

運
動

を

広
げ

増
税

は

中

止
に
！
大
学
習

会
」
を
総
合
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開

催
し

、

消

費

税
を

な

く
す

全

国
の

会
の

木

口
力

事

務
局

長

が
「

消

費

税

増
税

と

戦
争

法

に
よ

る
海

外

派
兵

―

こ
れ

を

阻
止

す

る

展

望
」

を

明
ら

か

に
し

ま
し

た

。

篠
崎
氏
は
、
川
崎
市
の
有

料
老
人
ホ
ー
ム
殺
人
事
件
、

相
模
原
市
の
重
度
障
害
者
大

量
殺
傷
事
件
な
ど
、
「
社
会

保
障
改
悪
症
候
群
」
と
名
付

け
る
べ
き
深
刻
な
事
態
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
と
り
あ

げ
、
神
奈
川
県
や
施
設
経
営

会
社
が
事
件
後
に
真
相
究
明

も
反
省
も
し
な
い
異
常
な
無

責
任
さ
を
指
摘
し
、
運
動
の

側
に
も
制
度
改
悪
に
慣
れ
過

ぎ
て
少
し
感
覚
が
鈍
っ
て
い

な
い
か
、
と
率
直
に
問
題
提

起
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
篠
崎
氏
は
、

高
齢
「
者
」
運
動
で
は
な
く

高
齢
「
期
」
運
動
で
あ
る
と

強
調
。
高
齢
期
運
動
と
は
、

高
齢
者
の
課
題
を
解
決
し
つ

つ
、
青
壮
年
の
未
来
を
か
が

や
く
も
の
に
す
る
活
動
で
あ

る
、
と
定
義
づ
け
ま
し
た
。

そ
の
活
動
と
し
て
、
特
に

「
仲
間
増
や
し
」
に
よ
っ
て
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
途
絶

え
が
ち
な
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

高
齢
者
を
生
み
出
さ
な
い
高

齢
期
運
動
の
構
築
を
強
調
し
、

11
月

13
日

、
総

合

区

民

セ
ン

タ

ー

で

「
平

和

で

、

い

の

ち

が
尊

重

さ

れ

る

社
会

を

、

次

の

世
代

に

手

渡

す

に

は

！
」

を

メ

イ

ン

ス
ロ

ー

ガ

ン

に

、
１

１

０

余

名

が

参

加
し

ま

し

た

。

高
齢

者

運

動

連

絡
会

顧

問

の

篠

崎
次

男

氏
が

講

演
し

ま

し
た

。

区民集会で挨拶す るあ ぜ上三和子都議

参
加
者
に
深
い
感
銘
を
与
え

ま
し
た
。

午
後
の
分
科
会
で
は
、
①

い
の
ち
を
守
る
医
療
と
介
護
、

ど
う
ま
も
る
！
②
平
和
憲
法

と
基
地
問
題
、
③
「
こ
ろ
ば

ん
体
操
」
（
転
倒
防
止
）
を

み
ん
な
で
！
④
け
ん
こ
う
井

戸
端
会
議
、
⑤
う
た
ご
え
広

場
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月

25
日

、

区

民

要

求

実

現

江

東

大

運

動

実

行

委

員

会

主

催

の

江

東

区

民

集

会

は

５

０

０

名

の

参

加

者

で

行
わ

れ
ま

し

た
。

杉
井
さ
ん
は
「
砂
町
の
会
」

が
学
習
会
を
連
続
企
画
と
し

て
開
催
し
続
け
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
す
る
と
述
べ
た

う
え
で
、
日
本
国
憲
法
が
、

徹
底
し
た
平
和
主
義
（
９
条

１
項
）
、
「
両
性
の
平
等
」

（
24
条
）
、
生
存
権
（
25
条
）

な
ど
、
近
代
憲
法
の
中
で
も

最
先
端
を
ゆ
く
世
界
に
誇
る

べ
き
も
の
で
あ
る
と
強
調
。

さ
ら
に
、
生
活
保
護
、
学

費
や
奨
学
金
な
ど
の
貧
困
問

題
、
世
界
に
遅
れ
る
男
女
平

等
の
問
題
。
一
方
で
司
法
に

よ
る
権
利
実
現
の
事
例
も
あ

る
な
ど
、
新
聞
記
事
コ
ピ
ー

を
参
加
者
と
と
も
に
見
な
が

ら
説
明
。
憲
法
の
視
点
か
ら
、

日
ご
ろ
の
新
聞
記
事
を
見
て

憲
法
感
覚
を
養
う
こ
と
が
、

主
権
者
で
あ
る
国
民
の
義
務

で
あ
る
と
し
、
参
加
者
の
共

感
を
よ
び
ま
し
た
。

12
月

11
日
、

東

砂

南
集

会

所
で

、

第

３
回

憲

法

学
習

会

を
開

催

。
弁

護

士

で
全

国

革
新

懇

代

表
世

話

人

の
杉

井
静

子

さ
ん

が

講
演

し

、

50
人
が

参

加
し

ま

し
た

。
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